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1. 本⽂内での引⽤（In-text citation, APA Chapter 8） 

・2 名の共著の場合は「伊藤・川野（2021）」のように中点でつなぐ。 

・3 名以上の場合は「⼤橋 他（2022）」のように、第⼀著者の姓の後に半⾓スペース 1 字分を空

けたあとに「他」と記載する。 

・⽂献を列挙する場合、セミコロンでつなぎ、著者名の順（出版年ではない）に並べる。英⽇の

⽂献が混在する場合は、⽇本語（五⼗⾳順）、英語（アルファベット順）の順とする。 

・翻訳書を引⽤する場合、原書と翻訳書の出版年をスラッシュで区切って明⽰する。 

・直接引⽤の場合、引⽤する部分を「 」でくくり、出典にはページ数を記載する。⽬安として

引⽤部分が 120 ⽂字を越える場合、インデントを 2 ⽂字分取り、ブロックにする。 

 

1.1 間接引⽤ 

⼭橋・⼭本（2010）は、〇〇についての〇〇を議論している。 

〇〇については〇〇〇であると指摘されている（⼤橋, 2010; Kato, 2020a, 2020b）。 

〇〇〇（伊藤 他, 2019）や〇〇〇（ロジャース, 2011/2024）という⾒解もある。 

 

1.2 直接引⽤ 

⼀⽅で、「〇〇〇」（伊藤・川野, 2021, pp. 11-13）という指摘もある。 

⼤橋 他（2010）は「〇〇〇〇」（p. 15）と述べている。 

夏⽬（2019）の主張を以下に⽰す。 

〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇

〇〇〇〇（pp. 15-16） 

 

 



2. 図表（Figures and Tables, APA Chapter 7） 

・図表はそれ単独で理解可能なように作成し、的確なキャプション（⾒出し）を付したうえで、

本⽂内に左寄せで挿⼊する。 

・図表の内容について本⽂内で⾔及する。その際には「以下の図に⽰す」といった相対的な表現

を避け、「図 1 に⽰す」等にする。 

・理解に不必要な装飾を避け、最⼤限シンプルなものとする。具体的には、表の縦線は最⼩限と

し、グラフの 3D 効果等は⽤いないこと。また、⾒出し等の語句の重複を避ける。 

 

2.1 表 

表 2 

3 つの⼼理的〇〇の変化における記述統計量と⼀元配置分散分析の結果（n = 65） 

要因 

事前 事後 
F(1, 64) p η2 

M SD M SD 

⾃⼰効⼒感 2.19 0.40 3.35 0.35 22.11 <.001 .19 

社会的⽀援 4.33 1.50 5.59 1.20 19.90 .01 .17 

認知的評価        

否定的 2.78 0.87 2.80 1.20 17.88 .25 .05 

肯定的 2.69 0.79 3.53 0.92 34.44 .03 .15 

注. 各要因の得点レンジは 0 点から 10 点である。 

 

2.2 図 

図 3 

〇〇テストスコアの変化 

 
注. あればここに⽰す。 
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3. 参考⽂献リスト（References, APA chapter 9 & 10） 

・本⽂中に引⽤したものをすべて挙げる。引⽤していないものは書かない。 

・洋書・和書を分け、洋書は姓のアルファベット順、和書は姓の五⼗⾳順に並べる。 

・⽇本語⽂献の引⽤に際して、「 」『 』は全⾓を⽤い、前後のスペースと、後ろに続くピリオ

ドを省略する。(  ) や ,  . は半⾓を⽤いる。 

・欧⽂のリストは APAのスタイルに従うこと。 

 

3.1 書籍 

・著者の姓名 (出版年).『書籍のタイトル』出版社名. 

森⽥花⼦ (2014).『メディア・リテラシー教育と「批判的」思考⼒』⼭本書籍. 

⼭⽥太郎・佐藤次郎 (2021).『⽇本の⽂芸』⽇本⽂化社.  

 

3.2 編者のある書籍の章 

・著者の姓名 (出版年).「章のタイトル」編者姓名 (編)『書籍のタイトル』(pp. xx–xx). 出版社

名.  

⽵中薫 (2010).「⾃⼰調整学習」⼩⽥英雄・尾道光・北川泰 (編)『英語学習者の成⻑―⻑期

的な研究成果からみる学びの深化―』(pp. 3–20). ⼤修館書店. 

 

3.3 論⽂ 

・著者の姓名 (出版年).「論⽂タイトル」『掲載雑誌名』巻号, 掲載ページ. doi（または URL） 

河原⼀⼈ (2014).「通訳ストラテジー論の批判的考察」『⽇本翻訳研究』第 12 号, 121–

140. https://doi.org/10.00000/ittts.1111 

杉⼭望 (2014).「ポートフォリオ評価を⽤いた『英語科指導法』の授業効果」JAMES 

Journal, 58, 143–155. https://dl.ndl.go.jp/pif/112345662/1/ 

 

3.4 翻訳書 

・原著者の姓, 名のイニシアル. (訳書の出版年).『書籍タイトル⽇本語（訳者⽒名; 版）』出版社

名. (原著の出版年) 

ジョンソン, P. ・クック, B. (1980).『知能と⼼理 (⼤⼭三郎, 訳; 第 2 版)』英語堂. (原著

1965)  

 

3.5 ウェブサイト 

・著者名 (出版年).「タイトル」掲載 URL 

野⼭総合研究所 (2020).「機械学習」https://www.nriri.com/jp/klg/glossary/ 

machinelearning（2024 年 7 ⽉ 21 ⽇最終閲覧） 

・閲覧⽇は原則不要。ただし、掲⽰板など、恒常的なページでない場合には記載する。 

 



 

3.6 新聞記事 

[署名記事の場合]  

・著者名 (出版年と⽇付).「記事タイトル」『新聞名』URL（印刷版の場合はページ数) 

[署名記事でない場合]  

・『新聞紙名』（出版年と⽇付).「記事タイトル」URL（印刷版の場合はページ数） 

⼭⽥三郎 (2021, May 12).「⽯井⾸相辞す」『毎朝新聞』https://www.jptimes.co.jp/...... 

『毎朝新聞』(2021, April 27).「9 ⽉の⾬量」https://www....../ 

 

3.7 作品、その他 

・作者 (出版年).『タイトル』［ジャンル］出版社名. 

⻘⼭清 (監督, 1997).『COOL』［映画］全⽇本映画． 

そら (2019, October, 1).『きのうの天気』［動画］YouTube. Retrieve October 15, 2021, 

https://www.youtube.com/watch?v=111..... 

⼭⽥⼤学広報部[@yamadaunivpr] (2021, June 18). 『今⽇の様⼦』［ツイート］X. 

Retrieve June 19, 2021, https://www.x.com/yamadauniv...../... 

 

4. 句読法と記号（Mechanics and punctuations, APA Chapter 6） 

・⽇本語を斜字体にすることはしない。⽇本語原稿において斜字体にするものは、引⽤した欧⽂

が斜字体を含む場合と、欧⽂の書名・誌名等に限る。 

・本⽂中の記号「 」 『 』 （ ） 、 。 は原則全⾓を⽤いる。 

・欧⽂の引⽤などで半⾓の記号 ( ) [ ] を⽤いる場合等は、APAのスタイルに従うこと。 

 

5. その他 

・基本的なルールは最新版の APA Manual（Publication Manual of the American 

Psychological Association）に準じる。 

・不明な場合は編集委員会に問い合わせること。 

 


